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オフィスプロセッサHITAC+-700シリーズでの

帳票認 技術の開発
DevelopmentofForm RecognitionTechnologyforOfficeProcessorHitachiL-700Series

コンピュータによる事務処:哩効率化として帳票処理(伝票入力,出力)を行う

場合,扱う帳票は種類が多く,帳票ごとに帳票処理プログラムの作成が必要な

ため多大の労力を要していた｡HITAC L-700シリーズオフィスプロセッサでは,

画像認識処理や知識処理を応用し,従来は人が見てコーディングしていた帳票

処理プログラムなどの定義データ作成を,画像データとして読み取った帳票デ

ータから自動作成できる帳票認識技術を開発した｡また,この技術によるソフ

トウェアBELIEVE(どリーブ)は,プロトタイピング開発を行う第4世代言語

ETOILE/OP(ヱトアール/オーピー)と連動しており,手操作によるプロトタイ

フロプログラムの作成を不要とし,合わせて効率向上と早期習熟化を可能にする

特長を持つ｡

切 結 言

帳票のデータをコンピュータに入力したr),コンピュータ

のデータを帳票に出力するといった帳票処理は,事務処理OA

化の原点と言える｡伝票発行機に端を発するオフィスプロセ

ッサの分野では,帳票処理は黄も主要な業務処理のひとつで

ある｡

帳票処理を行うには,図1に示すように大別して2種類の

｢データ+が必要である｡一つはノート,50(円)といった帳票

処理で処理される｢入力データ+である｡もう一つは取r)扱

う帳票の種類ごとにあらかじめ作成する｢定義データ+であ

る｡この定義データには,帳票処理の入力両面の形式を規定

する画面定義,処理手順を規定する処理手続きおよび印刷山

力の形式を規定する書式定義が含まれる｡

帳票処理を効率的に行うためには,これらの定義データを

さまぎまな帳票に合わせて作成することが必要である｡例え

ば,オペレータの負荷を軽減するために,入ノJ帳票に合わせ

た画面定義を作成することが必要であr),出力帳票が見にく

くならないために,出力帳票に合わせた書式定義を作成する

ことが必要になる｡

こういった定義データの作成は,今まで取り扱う帳票を見

て,何をするかを理解した人間によって手操作でプログラム

のルールに従って作成する必要があったため,多人な労力を

要していた｡例えば,COBOLプログラムで作成する場合,適
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図l帳票処王里 帳票処理には,大別して2種矯のデータが必要なこ

とを示す｡
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図2 オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズ

フィスプロセッサを示す｡

常1帳票当たり1～2週間を要すると言われている｡また,

日立製作所のオフィスプロセッサで開発した第4世代言語

ETOILE/OPでは,処理機能をエンドユーザー向けに限定する

ことによって,帳票処理の定義データの作成を大幅に答易化

しているが,それでも1帳票当たり1～2日を要する｡

これに対し,取り扱う帳票の種類は,定型的なもの,非定

型的なものを含めて,1社当たり数百種にもなるケースがあ

り,よりいっそう帳票処理での定義データ作成効率化が求め

られていた｡

オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズ(図2)の知的帳

票認識機能BELIEVEは,コンパクトイメージリーグ(図3)に

よr)帳票を画像データとして読み込むと同時に,画像認識技

術と知識処理技術を応用した帳票認識技術によって,帳票処

≡哩の作成効率を画期的に向上することを目指している1)｡

従来の帳票定義データ作成方法は(図4参照),処理すべき

帳票の情報を人手(プログラマ)により読み取り,プログラム

で処理できる形式で記述し,入力する必要があった｡

これに対し,BELIEVEでは,帳票上に記載されている情報

をコンピュータが画像データとして読み取り,帳票認識技術

によりその意味を認識し,プログラムで定められた様式の帳

票定義データをコンピュータによって自動的に生成すること

を目的としている｡

このように,高度な画像処理と知識処理を用いることによ

って,BELIEVEは,｢帳票定義データの作成+という帳票処

理コンピュータ化のボトルネックを解消しようとするもので

ある｡
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新たに知的帳票認識横能BELIEVEを搭載した日立製作所のオ
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図3 コンパクトイメージリーダ 帳票の読み取りを行う｡本コン

パクトイメージリーダには,BEL肥VEの画像認識処理をハードウエア化し

て組み込んである｡

囚 BEJIEVEと帳票認識技術

2.1BEJIEVEの概要

BELIEVEは,以下に説明する帳票認識技術を応用し,第

4世代言語ETOILE/OPで帳票処理を行うための定義テ+タを

作成できる｡BELIEVEの行う処理は,図5に示すように三つ

のステップから成っている｡

2.2 画像認識ステップ

画像データとして読み込んだ帳票で,黒いドットが連続し

ている｢けい線+の部分と,それ以外の文字の部分をより分

け,帳票の物理的な認識を行う｡
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帳票例

納品書 [:二互:司
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合計

[チ
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β
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●月日 →日付

●品名 →文字
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●数量 →数値

●金額 →単価×数量

●合計 →∑(金額)

貞＼
定義データ

画面定義

処理手続き
書式定義

BEJIEVE

で
帳票認識

ノ帳票定義

図4 BEL肥VEの概念 人間が行う｢帳票の認識+をコンピュータで

行うことにより,帳票定義の作成効率を画期的に向上させる｡

本認識処理の一部は図3のコンパクトイメージリーダ内の

ハードウェアに組み込まれて高速化されている｡

画像認識では,イメージセンサから入力された画像データ

に含まれる｢ノイズ+によって劣化したパターンからいかに

正確な認識結果を得るか,というアルゴリズムが重要な技術

となる｡本ステップで誤った認識結果を待た場合には,以降

のステップでの認識結果にも影響を及ぼすことになる｡劣化

したパターンの例を図6に示す｡

このようにさまぎまな形に劣化したパターンから正しい認

識を行うため,特定の劣化パターンに強い複数の認識アルゴ

リズムを用意し,さらにそれぞれの認識結果の間に緩い相関

関係を持たせる画像認識方式を開発した｡この相関関係は,

各アルゴリズムの特性と,多くの実験に基づいて設定されて

いる｡

また,本ステップでは,帳票での一般的知識も利用してい

る｡例えば,｢けい線は水平線,垂直線である｡+,｢ハイフン

の連続したものは文字列でなく,破線である｡+などである｡

BELIEVEの画像認識結果の例を図7に示す｡BELIEVE
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入

力
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タイピング
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図5 BEL忙VEの処理ステップ BELIEVEは三つのステップから成り,

ETOILE/OPの定義データを作成する｡

は,読み取った画像データを認識し,けい線は座標,長さ,

線幅などを認識しコード化し,文字は座標,サイズ情報を持

った計算機が扱える文字コードに変換する｡図7では,読み

取った画像データでなくコード化された｢けい線+と｢文字+

を表示している｡

BELIEVEでは,認識エラーがあった場ノ釧こ,画面上で誤り

部分を修正できる対話形エディタも装備している｡
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図6 画像データの劣化パターン 画像データでのけい線と文字の

劣化パターンの例を拡大して示した｡
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図7 画像認識結果 画像認識処理の結果,認識されたけい線と文

字がグラフィック画面上に表示されている｡

2.3 フィールド認識ステップ

画像認識処理の結果を用い,どこにどういう大きさでどう

いう属性のフィールドがあるか,といった帳票の論理的な認

識を行う｡

フィールド認識では,人が帳票を見ただけで理解できる帳

票に関する以下のような知識を知識ベースとして蓄え,これ

を利用する｡例えば｢けい線に囲まれた枠はフィールドにな

り得る｡+,｢年月日の間が空いていれば,そこには日付用のフ

ィールドがある｡+などである｡

また,｢上の枠内の文字列は項目名をホす｡+,｢下の空欄の

枠内のフィールド属件は,上の項目名から決まる｡+などの知

識によってフィールド属性を推論することができる｡そのた

めに文字列を用語として認識する技術が必要になる｡

さらに,｢取引先コードは英･数字6けたである｡+といっ

た業種などの利用分野対応に固有な知識を加えることによっ

て,より認識率を向上できるようにしている｡

BELIEVEのフィールド認識結果の例を図8に示す｡この画

面の白抜き表示の部分が,フィールドとして認識された領〕或

を示している｡

この画面上で,フィールドの位置,サイズ,項目名,数値

フィールド･文字フィールドといったフィールド属性は自動

的に生成されているが,これらを修正･変更するためのエデ

ィタも装備している｡

2.4 定義データ作成ステップ

フィールド認識の結果を用い,ETOILE/OPで帳票処理を行

うのに必要な画面定義,処理手続き,印刷書式といった定義

データの自動作成を行う｡

(1)画面定義の作成

画面定義の作成では,画面処理に適すように,ディスプレ

74

図8 フィールド認識結果 フィールド認識処理の結果,認識され

たフィールドが白抜き表示で示されている｡

イの文字ピッチ,行ピッチに合わせたサイズに帳票形式を修

正する｡したがって,作成された画面定義は,COBOLなどで

善かれた一般的なプログラムの画面処理でも利用することが

可能になる｡作成された両面定義による人力両軸の例を図9

にホす｡

(2)処畢旦手続きの作成

処理手続きの作成では,フィールド認識処理の場合とt叫様

に,帳票に関する知識,業椎など利用分野に固有な知識など

を知識ベースとして利川することによって行う｡例えば,｢口

付フィールドには,現在の日付を入ノJする｡+,｢余韻フィール

ドには単価×数量の計算結果を入力する｡+,｢合計は,その_卜

のフィールドの縦方向の合計を入れる｡+などである｡また,

図9 入力画面 入力画面は,キャラクタ画面の文字ピッチ,行ピッ

チに合わせたサイズに正規化される｡



図10 帳票処王里の実行 フィールド認識結果と知識ベースに基づき

作成された処理定義を実行する｡

ファイルを参照する場合にも,必ずしも帳票の項目名とファ

イル名が一致しなくても,業務知識ベースを利川することに

よって,ファイル名を推定することが可能である｡作成され

た処理手続きによって,ETOILE/OPでの帳票処理を実行する

例を図10に示す｡

(3)印刷書式の作成

オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズでの帳票認識技術の開発181

印刷書式の作成では,フィールド認識処理によって得られ

たフィールドの座標(位置),サイズ(文字ピッチ,行ピッチ)

を用いることによって,帳票上の正確な位置にデータを印刷

することが可能になる｡画面表示と異なり,印刷書式は文字

ピッチ,行ピッチを可変にしなければならないケースが多い｡

このため印刷書式の作成は,従来方式では特に手間のかかる

作業となっていた｡しかし,本方式では読み込んだ帳票に基

づいて印刷書式を作成するため,容易に文字ピッチ,行ピッ

チを帳票に合わせることが可能になる｡印刷するときには,

けい線を印刷せず,文字だけを帳票上の正確な位置に出力す

ることができる｡作成した印刷書式によって出力した帳票印

刷の例を図‖に示す｡

2.5 帳票処理の実行と修正

BELIEVEで作成した定義データを用い,第4世代言語

ETOILE/OPでの帳票処理を行うことができる｡また,

ETOILE/OPは対話操作で定義データのプロトタイ70を作成し,

修正と即実行とを繰り返しながら思いどおりのものにブラッ

シュアップしていくという｢プロトタイピング開発+ができ

る｡したがって,BELIEVEで作成した意義データをプロトタ

イプとして用いれば,プロトタイプを手操作で作成する必要

がなくな-),帳票処至里を作り上げる効率を大幅に改善するこ

とができる｡BELIEVEで作成した処理手続きをETOILE/OP

で修正する例を図12に示す｡
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図Il出力帳票 フィールドの物理的な座標に基づき,帳票上の正確な位置に印刷できる｡
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図12 処理手続きの修正 作成された帳票処理の定義データは,

ETOILE/OPで修正しながらブラッシュアップしていくことができる｡

田 BELIEVEの特長と効果

このようにBELIEVEでは従来,人手に頼っていた帳票定義

データの作成を,コンピュータで行えるようにしたことによ

り,帳票処理でのボトルネックを解消し,大幅な効率化を図

ることができる｡以下に特長と効果を示す｡

(1)定型的な業務用の帳票処理はもちろん,従来コンピュー

タ化が難しかった非定型的な帳票を用いることの多い計画書

76

の作成や報告書の作成なども,ユーザー自身で容易にコンピ

ュータ化することが可能になる｡

第4世代言語ETOILE/OPでプロトタイピング開発を行う際

に必要となる帳票処理の70ロトタイプを自動的に作成できる

ので,プロトタイプの修正,実行を繰り返しながらETOILE/

OPの習熟化が図れ,新人などの早期戟力化が可能になる｡

巴 結 言

帳票認識技術を応用したBELIEVEによって,オフィスプロ

セッサの主要な業務処理のひとつである帳票処理の使い勝手

を大幅に改善することが可能となった｡このように,画像処

理技術,知識処理技術は,コンピュータの使い勝手改善に大

きな効果があり,今後ともOA分野を中心により広いアプリケ

ーション分野への拡大が予想される｡

この技術をさらに発展させ,BELIEVEについても,よりさ

まざまな帳票に対する認識率の向上,認識処理速度の高速化

などについて今後とも強化していく｡
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